
―第１8 回 デジタルアーカイブ研究会― 
 

 

 

 

 

プログラム  
※発表時間は 10 分、質疑応答は 5 分です。 
 
 

 

日  時 2022 年 6 月 12 日（日）15：00～16：00 

開催方法 オンライン（Zoom を使用します） 

コーディネーター：井上 透、林 知代 

1. 『根本丸本出入帳』にみる地域アーカイブ  

―信州川路地域を中心として―                   （15：00～15：15） 

木村 涼（岐阜女子大学） 

2. 研究契約書アーカイブにおけるテキストマイニングを用いたメタデータ項目の検討 

              （15：15～15：30） 

岩崎 由香里（岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科） 

3. デジタルアーカイブ社会に向けてのジャパンサーチ  

～デジタルアーカイブを日常にするために～             （15：30～15：45） 

阿部 洋子（岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科、      
株式会社図書館流通センター 浜松市立城北図書館） 

4. デジタルアーカイブと地域資料 

―地域資料の存在形態と活用―                   （15：45～16：00） 

井上 透（岐阜女子大学） 



第 18 回デジタルアーカイブ研究会 発表概要 

 

※発表時間は 10分、質疑応答は 5分です。 

 

 

 

 

 

デジタルアーカイブ研究会 研究会実施事務局（岐阜女子大学） 

〒500-8813 岐阜市明徳町 10番地  岐阜女子大学文化情報研究センター内 

電話 ： 058-267-5301（日本デジタル・アーキビスト資格認定機構） 

 

1. 『根本丸本出入帳』にみる地域アーカイブ  

―信州川路地域を中心として―                    （15：00～15：15） 

木村 涼（岐阜女子大学） 
信州川路地域（現長野県飯田市）において、代々庄屋を務めていた関島家には、江戸時代に記された『嘉永戊元年 申

七月吉日 根本丸本出入帳』が所蔵されている。当資料には、江戸時代、関島家が所蔵していた芝居台帳や浄瑠璃本の周

辺地域への貸し出し日や返却日などが克明に記されている。これまで存在そのものの指摘はあったが、具体的な内容究

明には至っていない。そこで、本報告では、当資料の性格及び内容に踏み込み、デジタル化の現状について改めて把握

し、関島家が果たした地域アーカイブの有効性について検討していく。  

 

2. 研究契約書アーカイブにおけるテキストマイニングを用いたメタデータ項目の検討 

               （15：15～15：30） 

岩崎 由香里（岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科） 
大学における歴史的文書ではない現用文書の管理については、アーカイブ化も含め、まだまだ議論が進んでいない。

そこで本研究では、現用文書の一つである、研究自体の記録ではない研究プロジェクトに関わる研究契約書をその研究

対象として、研究機関としての大学において、今後の研究活動のサポートなど実践的なノウハウとして活かすことがで

きるかという視点から、研究契約書アーカイブにおけるメタデータ項目の検討を目的としている。今回は、メタデータ

項目案を検討するにあたって実施した調査結果を報告する。 

 

3. デジタルアーカイブ社会に向けてのジャパンサーチ  

～デジタルアーカイブを日常にするために～              （15：30～15：45） 

阿部 洋子（岐阜女子大学大学院 文化創造学研究科、      

株式会社図書館流通センター 浜松市立城北図書館） 

2021 年「知的財産推進計画」は日本を「デジタル敗戦」と位置付けている。近年の Europeana と DPLAの積極的な取

組みや動向、また日本のデジタルアーカイブの現状、地域アーカイブを調査し、デジタルアーカイブ社会に向けてのジ

ャパンサーチの在り方を考える。今後の早急な課題として、連携機関の獲得とコンテンツ数を増やすこと、利活用のた

めにコンテンツは二次利用しやすいものに、また、教育現場での利活用を促すための体制作りと学習用コンテンツの作

成が必須であると結論付ける。 

 

4. デジタルアーカイブと地域資料 

―地域資料の存在形態と活用―                    （15：45～16：00） 

井上 透（岐阜女子大学） 
デジタルアーカイブが社会に浸透するには,各地域の情報情報を発見し活用される環境を整備することが重要である。

地域のデジタルアーカイブを開発・運営するためには,地域の課題を把握し,他の生涯学習機関や産業等のセクターと連

携して,必要なデータを提供する人材が求められれている。しかし,新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため，オンラ

イン教育（授業）に活用するための小中学校で利用できるデジタルアーカイブ化された地域資料コンテンツが極めて少

なく,伝統文化教育や郷土理解のための教育に活用できなかった。今後,地域資料のデジタルコンテンツを増やすことと,

それを多元的に理解するため国内外の分野横断統合ポータルと連携し活用する必要性が高まるであろう。 

 


